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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 当社は、2017年度から 2021年度まで（平成 30年３月期から平成 34年３月期まで）の５ヶ年の中期

経営計画を策定いたしましたので、その概要についてお知らせいたします。 

 

 

記 

１．概 要 

当社は仮設足場製造のリーディングカンパニーとして 60数年にならんとする歴史を誇っており

ます。建設業界を中心とする各業界の技術進歩に伴い工法の開発・改革にあわせ常に現場の安全・

安心を追及しそれに沿った技術及び製品を提供して参りました。 

当社を取り巻く事業環境は、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けインフラ関連

の整備需要が出てくるものの、その後は、国内需要は減少基調に転じ、経営環境は再び厳しい状

況になると認識しております。 

このような認識のもと、今後の５年間を事業の変革を行う期間と位置づけております。その一環

として、2017年２月に旭化成ホームズ株式会社と業務資本提携契約を締結しました。これにより、

今後の厳しい経営環境下において、業務提携の確実な実行で増収を図り、又相互の経営資源を活

かしたシナジー効果を発揮し収益の増大に結びつけます。 

仮設足場と住宅鉄骨部材の２つの事業をコアとして、今後もリーディングカンパニーとしての地

位確立を目指してまいります。 

 

２．施 策 

（１）仮設機材事業のリース部門の増収を図る 

機材の製造販売の増収は当然とし、特にリース商内の増収を図る。具体的には、中小規模の

施工業者の現場掘り起しを行い、包括的商品の受注を図る。 

 

（２）住宅鉄骨事業の製造面の強化 

旭化成ホームズ株式会社の住宅鉄骨の受託製造については、新規設備投資を実行し、徹底し

た品質管理と納期厳守を強化した上で、事業拡大を図る。 

 



 

（３）財務体質の強化 

不稼働資産の処分と積極的投資を同時併行して徹底的に行う。 

また、各部門において生産性の向上と利益率改善により有利子負債の圧縮を図り、結果とし

て自己資本比率の改善に結びつく様努力する。 

 

３．計数目標（単位：百万円） 

■全体 

  
実績 計画 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 

売上高 5,978 6,693 8,445 9,566 12,261 13,688 

経常利益 130 242 385 441 572 635 

経常利益率 2.2% 3.6% 4.6% 4.6% 4.7% 4.6% 

 

【事業別】 

■仮設機材事業 

  
実績 計画 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 

売上高 5,038 6,084 6,267 6,455 6,648 6,848 

経常利益 127 318 343 354 365 376 

経常利益率 2.5% 5.2% 5.5% 5.5% 5.5% 5.5% 

※仮設機材販売と仮設機材賃貸の合計を記載 

 

■住宅鉄骨事業 

  
実績 計画 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 

売上高 940 609 2,178 3,112 5,612 6,840 

経常利益 3 ▲ 77 42 88 208 258 

経常利益率 0.3% -12.6% 1.9% 2.8% 3.7% 3.8% 

※2016年度実績は金属加工事業部 

 

４．配当政策 

当社は、株主への還元を将来にわたり、安定的に維持、継続することを第一と致します。 

当面は、１株あたり２．５円配当を致して居りますが、配当金額につきましては、今後の業績等

を充分考慮して決定してゆき度いと考えて居ります。 

 

以 上  


